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エコドライブや業務効率化、コスト削減などの観点から、運送業車両向けの運行管理製品市場に注目が集まって
いる。NECソフトは、車の運行状況や運転挙動を管理し記録するASPサービス「Drive Manager V2」を展
開しているが、これは従来の類似製品とは異なり、ソフトバンクモバイルの通信網を通じて、ほぼリアルタイム
にデータセンタに運行状況データを送信するのが特徴だ。デジタルタコグラフと呼ばれる既存製品との違いや、
オンライン化によるメリットはどこにあるのだろうか。
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運行管理に寄せるオンライン化の波

課題と効果

・3Gによるリアルタイム通信の実現と、ASPサービスによる管理効率の解消効果

課題 ・運行状況の記録にメモリカードが使われ、帰庫後のデータ管理が欠かせない

　デジタルタコグラフなど、自動車の運転記録を行う機器の市
場はかつてから存在していた。多くは運転状況の記録を目的と
しており、速度などを記録することでドライバーの安全運転へ
の意識を高めるために大きく役立ってきた。万一の事故などの
際状況を正確に把握できる、カメラ機能を持つドライブレコー
ダも普及が進んでいる。いずれもメモリカードなどを搭載して
おり、帰庫後にデータを読み出して管理する方式だ。
　ここ数年、こうしたマーケットに変動が起こっている。それ
はオンラインの活用だ。GPS情報をリアルタイムで取得したり、
センターに送信することで現在位置を知らせたりする。しかし、
依然運行状況の記録にはメモリカードが使われ、帰庫後のデー
タ管理は欠かせなかった。
　そこに新たな風を送り込むのが、NECソフトのASPサービ
ス「Drive Manager V2」だ。「Drive Manager V2」は、本
体にメモリカードを搭載していない初めての運行管理製品であ
る。3G通信機能を組み込み、GPS情報はもちろん運行状況を
すべてデータセンタに5分ごとに送信する。通信エリア外を走
行中の場合は一時的に内部メモリに記録し、通信エリアに戻り
次第まとめて送信される仕組みだ。
「オンライン化の最もわかりやすいメリットは、メモリカードに
よるデータのやり取りが不要になることです。運行状況はすべ
て通信でデータセンタへ送信、記録されるので、その日の業務

運送業車両の運行管理を変える！
リアルタイム通信＆データセンタが実現する「安全・環境・効率化」
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終了と同時に運行記録も完成します。」
　NECソフト 第一官庁ソリューション事業部 第二システム部
のITサービスマネージャー、堀内正美氏は製品のメリットをそ
う語る。夕方に集中する帰庫時刻にPCの順番を待って日報作
成をする必要はない。日報作成のために自営業所に立ち寄る必
要がなくなるので、翌日の仕事に便利なようにほかの営業所に
帰庫することも可能だ。また、営業所から車の現在位置を把握
できるので、突発的な要件に対して近くにいる車や空いている
車を有効活用できる。配車を効率化することで、CO2排出量の
削減も期待されている。

図1：「Drive Manager V2」で作成された安全日報の帳票イメージ



　端末側にアプリを導入する場合、新たな機能を追加したり他
システムと連携したりすることは簡単ではない。ASPサービス
で提供される「Drive Manager V2」なら、サーバ側のアプリ
を拡張することで機能を拡張できる。こうした特徴を活かし、
これまでのデジタルタコグラフではできなかった高度な運行管
理もできるのではないかと、春田氏は展望を語ってくれた。
「たとえば、車載機から得られる情報だけではなく、メンテナン
ス履歴などを登録できるようになれば、運行管理と資産管理を
一元化できる可能性があります。」
　また、NECソフトはこれまでに数多くの情報システムを手掛
けてきており、蓄積されたデータの分析に関しては豊富なノウ
ハウを持っている。「Drive Manager V2」で収集できる運行
状況や運転挙動のデータに関しても、単なる記録として保存す
るだけではなく、ルートの混雑状況など、さまざまな角度から
分析することでこれまでにはない価値が提供される可能性もあ

蓄積されたデータの分析、活用でさらなる価値を目指す
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る。さらに蓄積されたデータを活用するため、配送システムな
どバックヤードシステムとの連携を図ることも考えられるので
はないかと、堀内氏も言う。
「せっかくデータセンタに運行データが集まる仕組みがあるので
すから、これを活かさないのはもったいない。業務システムを
構築してきたノウハウを活かして、他システムとの連携などデー
タを活用する幅広い方法を提案していければと考えています。」
　リアルタイムに車の挙動をデータ化して蓄積、集まったデー
タを分析して活用する仕組みと組み合わせることができれば、
単なる車の運行管理の仕組みではなく車の運行を最適化するソ
リューションとして成長する可能性を秘めている。これまでの
運行管理製品とは違ったメリットをもたらすソリューションと
して、注目していきたい。

　「Drive Manager V2」は従来のタコグラフに置き換わる運
送業車両向けの製品で、運転挙動を含めた運行記録をすべてオ
ンラインでサーバに蓄積する。類似の他製品と大きく違うのは、
サーバ側のアプリを含めたASPサービスとして提供される点に
ある。類似製品のほとんどは専用アプリを使うため、運行記録
を管理するPCが特定されてしまう。
「特定のPCにアプリや運行データを格納すると、日報を記録し
ようとするドライバーも運行管理を行う事務員もそのPCに集
中します。『Drive Manager V2』ならWebブラウザさえあれ
ば運行データにアクセスできるので、運行データを管理する
PCを限定されません。」
　そう語るのは同じくNECソフト 第一官庁ソリューション事
業部 第二システム部 主任の春田 仁氏だ。運行データがデータ
センタに集約されるため、端末を問わないだけではなく、デー
タ管理の場所も問わない。各営業所で管理している車の運行状
況を本社で集中管理することも簡単だ。
「そもそも製品開発のアプローチ自体が、他の製品とは違います。
ほとんどの製品は車載機の拡張としてアプリを開発してきまし

蓄積されたデータの分析、活用でさらなる価値を目指す

た が、『Drive 
Manager  V2』
はソフトウェアや
データセンタが
ベースにあり、そ
れを車載機と組み合わせています。」
　「Drive Manager V2」の特徴について堀内氏はそう指摘する。
NECソフトは元々データセンタやアプリを使ったデータ活用の
ノウハウを持っており、ASPで提供される運行管理ソフトには
そのノウハウが注ぎ込まれている。組み合わせられる車載機は
デジタルタコグラフのベンダとして実績のあるメーカー、トラ
ンストロンの製品を選択し、データ送信にはソフトバンクモバ
イル対応の通信モジュールが採用されている。通信網にソフト
バンクモバイルを選択したのは、通信費の低さとエリアの広さ
が理由だったと堀内氏は言う。
「ASPサービスなので通信費も定額の利用料に含まれています。
低コストで通信網を調達できれば、低価格でサービスを提供で
きます。」

「Drive Manager V2」車載機筐体

図2：
「Drive Manager V2」の
メイン画面＜1＞

図3：
「Drive Manager V2」の
メイン画面＜2＞
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